
 

令和４年度第１回つくばみらい市環境保全審議会 会議録 

 

 

１ 開催日時  令和４年１０月３１日（月） 

午前１０時００分から午前１１時００分 

 

２ 開催場所  つくばみらい市役所伊奈庁舎 ３階 大会議室 

 

３ 出席委員  天野 一男 委員 元田 治  委員 深谷 慶仁 委員 

望月 孝史 委員 柚山 義人 委員 山野井 浩 委員 

 

 

４ 欠席委員  松崎 清 委員 石村 章子 委員 

 

５ 事 務 局  生活環境課 

課 長 中村 靖  課長補佐 飯村 昌之 

主 査 羽生 順一 主 幹  幸田 武之 

 

６ 傍 聴 人  ０名 

 

７ 議事内容 

開会 

 

・委嘱状交付 

 

・副市長あいさつ 

 

・議案第１ 

 

・あいさつ 

 

・議事 

 

議案第２ 

 

 

 

 

 

 

 

午前１０時００分開会 

 

委嘱状交付 

 

副市長あいさつ 

 

会長、副会長選任 

（会長 天野一男）、（副会長 望月孝史） 

天野会長あいさつ 

 

天野会長が議事を進行する。 

 

天野会長 議案第２号 つくばみらい市環境基本計画実

施計画の令和３年度実績について事務局より説明をお

願いします。 

 

事務局 つくばみらい市環境基本計画実施計画について、

いくつか抜粋して紹介。 

 

天野会長 説明が終わりましたので内容について意見、質



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問はございますか。 

 

深谷委員 1-1-3 外来生物の調査、駆除についてアライ

グマを対象としているが、ハクビシンなどのそれ以外の

動物については捕獲、駆除できないと聞いている。市で

は外来種生物をどこまで把握できているのか 

 

事務局 ハクビシンについては特定外生物に該当しませ

ん。生物全般について、生態を保つためむやみに捕獲、

駆除できないことになっています。 

 

深谷委員 県の指示でハクビシンは特定外来生物になっ

ていないということですか。 

 

望月副会長 法令で環境省が主管になります。県の担当は 

環境政策課及び各地域の県民センターになります。県南

県民センターではつくばみらい市を含む 14 市町村が管

轄となっており、市町村等への箱罠の貸し出しなどを行

っています。ハクビシンにつきましては鹿行地域や利根

川沿いで発生が顕著であり、把握に努めています。 

 

深谷委員 アライグマ以外が捕獲された時は対応できな

い旨伝えると思いますが、苦情等はありましたか。 

 

事務局 苦情では無いですが、そういう意見はあります。

特定外来生物ではないため、捕獲できない旨を説明して

います。 

 

深谷委員 アライグマ以外の捕獲禁止について、市民の方

に伝えてはいますか。 

 

事務局 檻の貸し出し時に口頭で伝えています。 

 

深谷委員 行政の方は祝日も対応することがあり、些細な

トラブル等になる場合がありますので、懸念しまして発

言しました。 

 

天野会長 駆除頭数は増えてきているか。 

 

事務局 令和元年度で 25 頭、令和 2 年度で 78 頭、令和 3

年度で 70 頭の駆除頭数となっております。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望月副会長 県内でもここ数年頭数が増えてきておりま

す。令和 2 年度が 1,000 頭超えて、令和 3 年度は 2,000

頭近くの駆除頭数となっております。特に県南地区で増

えており、つくばみらい市も駆除頭数が増えていると思

います。県では捕獲強化のため箱罠を市町村へ貸し出し

しております。 

 

天野会長 先日、牛久駅前の藪の中にアライグマを見かけ

た。 

 

深谷委員 箱罠の数について例年増えているのか。 

 

事務局 毎年市で捕獲機を購入しております。 

 

深谷委員 捕獲機が増えたから駆除頭数も増えたのか。 

 

事務局 どちらとも言えると思います。 

 

元田委員 1-1-8 と 1-2-6 について、遊休農地や耕作放棄

地が減少したとなっていますが、目標値より実績値が上

回っているのに、計画に及ばなかったのはなぜか。また、

具体的にどういったことで減少しているか。 

 

事務局 目標値が 76ha、実績値が 116ha なので、目標値

まで減少することが出来なかったので、計画に及ばなか

ったとなっています。あとは、高齢化が進んでいますの

で、まずはこういった状況になっていることを伝えて、

適正に管理するよう指導やパトロールを行っています。 

 

元田委員 増えている目標の所は遊休農地と耕作放棄地

を含めたものか。1 号農地や 2 号農地など含めて耕作放

棄地と言う概念がある。 

 

事務局 主管している担当課に確認して答えるようにい

たします。 

 

元田委員 100ha 単位で、耕作放棄地があるので、深刻な

問題だと思います。対応する以上に増えていっているの

では。国内では毎年、山手線の中の面積以上に耕作放棄

地が増加しています。 

 

天野会長 審議会には関係ないが、空き家は増えています



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か。 

 

事務局 増えてはいると思いますが、管理されている空き

家とそうでない空き家があり、多くは管理されている空

き家です。 

 

山野井委員 遊休農地について、農業法人等に耕作を依頼

するなどのシステムを作るべきだと思います。私も 1 反

5畝の遊休農地がありましたが、知り合いの方に頼んで、

田んぼに戻して耕作してもらっています。収穫時は土地

代として 1 俵くらいもらっている。そういうシステムを

農業委員会などで組んで、間に区長さんに入ってもらっ

て、どこの農地が耕作放棄地かなどの情報提供ができる

ので、解消に繋がると思います。また私の地区では組合

の軒数が、30 軒から 18 軒になり、高齢化や若い方の引

っ越しなどで減ってきている。空き家については 2 軒ほ

どあって、1 軒は息子さんが家を壊して、もう 1 軒は違

う方が入居している。最近物騒になりましたので、地区

ごとに隣近所が見て気を付けています。 

 

天野会長 牛久市の高齢化率について、1970 年代に東京

に勤めている人が引っ越してきた経緯があり、現在かな

り上昇していて、全国平均よりも上だと思われる。つく

ばみらい市ではどういう状況か。 

 

山野井委員 みらい平などの新興住宅地があるが、他地区

は高齢化が進んでいる。老人ホームに入る方も増えてい

る。 

 

天野会長 全国的にすごい勢いで高齢化が進んでいる。特

に自然災害では東京から牛久に帰ってこれないので、老

人と子供が残る状況になり、そういったことが懸念であ

る。 

 

柚山委員 2 年前の会合では検討します、検討しましたな

どのオウム返しの記述が多かったが、それに比べ大幅に

具体的な記述が格段に増えたので、ご担当者の努力の賜

物と思います。令和 3 年度実施計画のコメントと参考情

報をお伝えします。4 ページ、1-1-4 の排出ガス規制対

策の建設機械を使用するで、脱炭素化に向けて使用燃料

をバイオディーゼル燃料に変更するなど、量を確保でき

るのであれば、実施してほしいと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8 ページ、1-1-8 耕作放棄地の解消について、耕作放棄

地が解消された具体的な理由を教えてほしい。例えば工

業団地や宅地、太陽光発電所などの造成によるものなの

か。農地転用分なのか、耕作地として復帰したものなの

か、教示願いたい。 

  

 22 ページ、1-3-6 農業集落排水設備について、老朽化

により改修する際は多大な費用が掛かりますが、来年度

国の予算要求で脱炭素化に向けた省エネタイプの設備

に改修すると、補助金が交付される事業ができる予定で

すので、参考までに情報提供いたします。 

 

 2-3 地球温暖化対策実行計画について、市でもゼロカー

ボンシティを宣言している中で、もう少し勢いをつける

のであれば、区域施策編の策定や脱炭素先行地域に応募

することを行えば、環境省でも使い勝手の良い補助金が

活用できると思います。市内には大手の企業がたくさあ

るので、脱炭素先行地域やバイオマス産業都市などに手

を挙げていただければ、私個人として協力する意思があ

ります。 

 

事務局 脱炭素につきまして区域施策編は、ゼロカーボン

シティを実現するためには必ず必要になってくると思

いますので、今日いらっしゃいます高砂熱学工業さんと

取組について検討をしており、環境省にも直接訪問して

情報収集を行っております。 

 

元田委員 回答の補足で、包括連携協定で一緒に取組を行

う中で、調査検討を行っております。国から毎年様々な

補助制度が出てくる中で、市にどういったものがあって

いるのか、高砂でも協力できるものなのか議論している

ところです。 

 

天野会長 再生エネルギーについて風力発電についても

検討していますか。 

 

事務局 風力発電ですと効率的なのは海沿いになると思

いますが、そのほかバイオマスなども含めて、今後を見

据えて様々な再生エネルギーの利用を考えていきたい

と思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・その他 

 

 

 

 

 

・閉会 

元田委員 69 ページ 間伐材の利用について、市で利用

できる量を調べている所ですが、現状かなり少ないで

す。 

 

柚山委員 市の地勢から考えると風力とか小水力とかは

あわないと思います。間伐材についても県道などの管轄

とかもありますので、生ごみたい肥化などで行っている

広域連携等で量を確保するなどが一つの方策と思いま

す。 

 

望月副会長 10 年計画ということで、5 年後に中間的な評

価を行って見直すような計画等がありますが、市ではど

のように考えていますか。 

 

事務局 昨年度に令和 4 年度からの後期計画を策定した

ところです。 

 

天野会長 ほかに質問がないようですので以上で質疑を

終了いたします。 

  

天野会長 その他全体を通して質問、意見はございます

か。 

 

天野会長 質問がないようですので事務局に進行をお返 

しいたします。 

 

事務局 ただ今、委員の皆様からご意見をいただきました

環境基本計画実施計画につきまして、環境保全庁内会議

において審議を行い、担当課と協議し取り纏め、回答案

がまとまりましたら、次回の環境保全審議会にて審議会

意見書案を報告いたします。 

 

事務局 以上をもちまして環境保全審議会を閉会いたし

ます。 

ありがとうございました。 

  

午前１１時００分閉会 

 

 

 

 


